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メイとシロ

１１月１７日（金）、大矢部中学校１年生の総合的な学習の時間

で行われた聴導犬講演会に、本校児童生徒も参加しました。

大矢部中の生徒は質問をたくさんして、素晴らしかったですね。

中２も「オスとメスのどちらが聴導犬に向いていますか？」と質問

しました。回答は、「オス、メスは関係なく、聴導犬に向いていれ

ばよい」とのことでした。

中１は犬に飛びつかれ、青木さんは犬にかまれた経験があるので、

トラウマがあったのですが、聴導犬は大型犬ではないので、講演会

後に犬をなでてあげることができました。

県聾学校教育研究会

１１月２４日（金）５校時の中学部２年数学は、県聾学校教育研究会

の研究授業でした。

左々立という江戸時代の数当て遊びを連立方程式を利用して解決する前に、ろう学校でどう行っ
さっさだて

たらよいかを生徒が考えるという内容でした（世界初かも？）。中２は７月７日の関東聾学校教育

研究会に続く研究授業でしたが、他校の先生方に臆することなく、意見を発表しました。
おく

手話通訳の広がり

三菱東京ＵＦＪ銀行は、聴覚障害者がキャッシュカードを紛失したり盗まれたり
ふんしつ

した場合、インターネットの無料テレビ電話を通じて、同銀行が提携している手話通訳事業者に連
ていけい

絡し、三者（聴覚障害者と銀行と手話通訳者）で手続きを進めることができるようにしました。

今までは聴覚障害者が銀行へ行き、直接手続きをするしかなかったのですが、便利になりました。

損害保険ジャパン日本興亜の事故対応、全日本空輸の空港カウンター手続きでも、同様の取り組
こう あ くう ゆ

みが行われています。

９月に公表された内閣府世論（または「せろん」）調査によると、昨年４月に施行（法律用語で
よ ろ ん し こう

は、執行と紛らわしいので「せこう」と読むそうです）された障害者差別解消法を知らない人がま
しっこう まぎ

だ８割くらいいるとのことですが、認識が広がることを願っています。


